
◆◇実績・安心の政策◇◆ 

「よし、やるぞ!! 誠実の男(ひと)。あきひろ」 

 

公明党高槻市議団 8 名が一致団結し、「現場第一」の信念より、地域のお声をいただきながら、

要望活動に取り組んできました。 

そして、公明党のネットワークを活かしながら積み上げてきた実績です。「課題は現場にあ

り」、これからも 365 日働き続けます。(写真は 2019/6/10) 

最新の「安心実績ナウ」へ 

・安心実績 2019(令和元)年度 公明党議員団の要望から施政方針大綱へ(6 月定例会より) 

◆都市機能の充実に向けた取り組み 

■ 高槻インターチェンジ周辺における土地区画整理事業を支援 

■ 檜尾川以東における新駅設置と新たな市街地形成の検討を深度化 

■ 富田地区の副都心にふさわしいまちづくりを推進 

■ 高槻市景観賞として良好な建造物等を表彰(新)歴史的なまちなみ保全に向けた制度を検討 

■ 富寿栄住宅の建て替えを推進(PFI 手法の導入) 
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■「空家等対策計画」を策定、施策を推進 

■ 高槻駅緑町線や富田芝生線の整備を推進 

■ 安満遺跡公園の全面開園(令和 3 年)に向けた整備を推進(整備工事を推進、旧京大農場建物をリノベー

ションなど) 

■ 城跡公園･新文化施設･安満遺跡公園の整備推進 

城下町再生の取組に着手(街にぎわい部を創設) 

■(新)関西最大級の健康遊具数を備えた公園整備 に向け、基本設計を実施(芥川緑地プール跡地) 

■ 下水道施設の老朽化及び耐震化対策を推進 

■ 次期「市営バス経営計画」の策定に着手 

■(新)市営バスの自動運転の導入可能性を研究 

■ 次期「水道事業基本計画」の策定に着手 

◆安全・安心のまちづくりに向けた取り組み 

■(新)「国土強靭化地域計画」を策定 

■ 市役所本館の耐震改修工事を完了 

■「地域防災総合訓練」等の実施により地域防災力を強化 

■ 自主防災会の結成・活動、地区防災会の活動等を支援 

■ 各避難所の運営マニュアル等の策定を促進 

■ 業務継続計画(BCP)の修正や受援計画を策定 

■(拡)避難所における通信環境を強化 

■ 指定避難所にマンホールトイレを整備 



■ 災害時における要援護者支援体制を充実 

■(新)災害用医薬品等の確保体制を整備 

■ 民間建築物等の耐震化を促進 

■ 公共施設のブロック塀等を計画的に撤去、 民間所有のブロック塀等の撤去補助を拡充、 地域

の安全確保に向けたモデルを構築 

■(新)セーフティプロモーションスクール(SPS)認証に向けた取組を推進 

■ 通学路の点検強化により、児童の安全を確保 

■ 総合雨水対策アクションプランに基づき整備を推進(城跡公園内雨水貯留施設 、芥川小学校等

に校庭を活用した雨水流出抑制施設) 

■ ｢水害・土砂災害ハザードマップ｣等を活用し、更なる啓発を実施 

■(新)ドローンの配備により迅速に被害状況を把握 

■119 番通報の多言語対応通訳サービスを開始 

◆子育て・教育環境の充実に向けた取り組み 

■ 市立認定こども園の整備を推進(五領及び三箇牧認定こども園) 

■(拡)国の新制度に基づき、幼児教育・保育の無償化を実施 

■(新)民間保育園等の適切な運営を確保(指導監督の部署を創設) 

■(新)保育所等に子どもをバス等で送迎する仕組み(送迎センターなど)を検討 

■(拡)子ども医療費助成の対象年齢を 18 歳まで拡大(令和 2 年 4 月から実施) 

■ 次期子ども・子育て支援事業計画を策定 

■ 高槻子ども未来館の運営を開始(認定こども園、子ども保健センター、休日・一時預かり 等の



多機能保育、保育人材育成のための研修) ■ 放課後の子どもの居場所づくりを推進(小学校の校

庭開放などを検討) 

■ 子育て世代包括支援センター事業を実施(妊娠期から出産・育児期まで切れ目のない支援) 

■ 教育に係る課題対応の総合化、児童生徒の安全確保の取組を強化 

■ 第四中学校区等で施設一体型小中一貫校の開設に向けた検討を実施 

■ 英語教育を充実(外国語指導助手(ALT)を全中学校区に配置、新学習指導要領の先行実施、 小

学校 1･2 年生対象の短時間英語学習の実施) 

■(新)人工知能(AI)等先進技術の教育への活用を検討 

■ 三好山の芥川山城跡の国史跡指定に向けた取組を推進 

■ 市内の歴史遺産を活用した特別展開催など「歴史のまち高槻」を全国に発信 

■ 「まちごと図書館」や図書館の広域利用を実施 

◆健康・福祉の充実に向けた取り組み 

■ 地域住民等との連携・協力の下、包括的な支援体制の整備を推進(コミュニティソーシャルワ

ーカーを中心とした、地域における相談支援体制の充実など) 

■(新)福祉関係の相談業務を集約し、ワンストップ化(専門の部署を創設) 

■ 大阪府三島救命救急センターの大阪医科大学附属病院への移転に 向けた検討等 

■ 生活支援コーディネーターを中心とした、地域の実情に応じた支え合いの 体制づくりなどを

充実 

■ 住民主体の通いの場を充実・拡大するなど、効果的な介護予防を推進 

■ 市営バス無料乗車補助制度の在り方を検討 



■ 障がい者の自立や社会参加を促進するなど、障がい者施策を着実に推進 

■(拡)家計改善支援を開始するなど、生活困窮者に対する包括的な支援 を実施 

■ 国民健康保険の府内統一基準への移行に適切に対応(特に低所得者の保険料負担の増加に配慮) 

■ 重度障がい者医療費助成の自動償還システムを導入 

■ がんの早期発見・早期治療に向け、受診環境 の整備を推進 

■ 商工会議所、大阪医科大学との産学官連携に より、口腔保健分野における疫学研究を実施 

◆産業の振興に向けた取り組み 

■ 地産地消の推進に向け、地元産農産物の安定した生産を支援 

■(新)次世代を担う新規就農者の経営確立を支援 

■ 森林の災害復旧事業を推進 

■ 地域商業の活性化に向け、商店街等の取組を支援 

■ 商工会議所との連携を強化(「たかつき土産認定制度」を支援)(新)健康経営に取り組む企業を

支援 

■ 商工業・観光の振興に向けた次期計画の策定に着手 

■ 観光協会等と連携した「オープンたかつき」を実施 

■(新)大阪･関西万博開催を見据え観光振興の体制を強化(街にぎわい部を創設) 

■(新)試行的な観光プロモーションを実施 

◆良好な環境の形成に向けた取り組み 



■ 省エネ等に取り組む市民等への支援により、環境負荷を低減 

■「みどりの基本計画」に基づき地域緑化を推進 

■ 摂津峡におけるバーベキュー行為等の規制に より自然環境を保全 

■ ごみ処理施設の更新事業の完了に向けた取組(第一工場の解体など令和 3 年度完了目標) 

◆市民生活の充実に向けた取り組み 

■ コミュニティ市民会議や 32 地区コミュニティ が取り組むまちづくり活動や防災活動を支援 

■ コミュニティセンターのエレベーター整備を完了 

■ 市民公益活動サポートセンター管理運営委員会 を支援 

■ 特殊詐欺等の被害の未然防止の取組を推進 

■ 市役所本館１階のレイアウト変更を完了 

■ 記念パレードを実施する「高槻まつり」等 の市民主体のイベントを支援 

■ 新文化施設の整備に向けた取組を推進(建設工事、管理運営手法の検討等) 

■ 将棋文化を振興(タイトル戦開催、子ども将棋教室の運営支援等) 

■ 「スポーツ推進計画」に基づく施策を推進 

◆効果的な行財政運営の推進に係る取り組み 

■ 次期総合計画の策定に着手 

■ 外郭団体のサービス向上やより効率的な経営に向け、統廃合を含む 検討を推進 

■ ロボティック・プロセス・オートメーション(RPA)の導入や人工知能(AI)の 活用を検討 

■ 積極的な営業活動の展開及び定住促進プロモーションを実施 


